
前
近
代
古
地
図
に
み
る
津
軽
の
位
置
と
そ
の
特
質

弘
前
大
学
勤
教
問

長
谷
川
川

成

は
じ
め
に

北
輿
に
位
置
す
る
津
軽
地
方
の
吉
代
・
中
世
史
研
究
に
お
い
て
は
、
関
じ
東
北
地
方
に
あ
っ
て
も
、
文
献
史
料
の
所
在
に
恵
ま
れ
な

い
こ
と
も
伶
期
し
て
、
他
地
域
と
比
較
し
た
場
合
、
そ
の
研
究
史
に
著
し
く
空
隙
の
多
い
こ
と
は
周
知
の
世
帯
柄
で
あ
ろ
う
。
文
脈
史
料

の
寵
少
性
を
克
寂
す
る
試
み
は
、
他
の
学
問
領
域
や
学
誇
的
な
面
か
ち
も
幾
っ
か
実
行
に
移
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
控
史
考
古
学
の
分

野
で
は
長
足
の
潜
歩
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
控
史
考
吉
学
の
現
成
果
法
大
い
に
尊
重
さ
れ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
全
て
が
文
献
史
学
と

瞳
み
合
う
議
論
に
発
壊
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
も
歴
史
考
古
学
か
ら
の
言
及
か
文
献
史
料
に
よ
る
空
際
を
埋
ゐ
る
に
至
っ
て

い
る
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
会
く
、
不
満
を
残
す
倒
語
も
あ
る
。

補
註
本
県
に
お
け
る
歴
史
考
古
学
の
最
近
の
報
告
で
あ
る
、
近
刊
の
『
青
森
票
の
中
世
域
館
三
青
森
県
教
育
委
員
会
昭
和
五

十
八
年
〉
を
み
た
場
合
、
県
内
中
世
城
舘
跡
の
詳
細
会
報
告
書
で
あ
る
に
も
持
わ
ら
ず
(
筆
者
は
、
域
館
跡
の
丹
念
な
調
査
に

つ
い
て
は
、
そ
の
努
力
を
多
と
す
る
も
の
で
島
る
)
、
解
説
の
中
で
は
文
献
史
料
に
拠
っ
た
通
史
を
、
南
部
と
津
軽
に
分
汁
て
叙

述
し
て
お
り
、
解
説
と
報
告
内
務
が
全
く
毒
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
加
え
て
城
蕗
跡
の
型
式
分
殺
や
編
年
構
成
を
試
み
よ
う

と
し
た
形
跡
も
克
車
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
文
献
史
料
の
欠
如
を
補
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
筆
者
法
古
地
問
の
活
用
を
国
り
中
世
か
ら
近
世
に
主
る
日
本

国
家
に
、
如
何
に
浮
軽
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
前
近
代
に
お
け
る
吉
地
菌
は
、
田
川
知
の
如
く
近
代
的

測
量
技
術
に
よ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
と
東
西
高
北
が
現
代
の
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
も
と
よ
り
正
確
な
地



図
で
は
な
い
。
し
か
し
地
闘
を
描
い
た
当
時
の
人
々

の
で
・
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
様
々
な
古
地
問
に
描
か
れ
た
津
軽
を
検
討
し
て
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
こ
の
津
軽
が
、
当
時
の
届
家
や
政
権
を
担
う
人

々
の
世
界
観
に
、
い
か
な
る
位
置
を
付
ぃ
守
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
確
に
し
て
時
き
た
い
5

加
え
て
津
軽
の
側
か
ら
み
た
、
日
本
国
家
の

領
域
の
設
定
と
そ
の
変
化
、
近
世
に
至
る
そ
の
変
遷
を
、
古
地
図
と
文
献
史
料
を
併
用
し
て
追
究
す
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
本
稿
で
引
用
す
る
古
地
図
は
、
特
に
断
わ
ら
な
い
摂
り
は
、
全
て
吋
日
本
吉
地
図
犬
成
三
講
談
社
昭
和
五
十
一
一
一
年
)

世
雰
囲
編
(
同
社
昭
和
五
十
年
)
の
二
警
に
拠
っ
て
い
る
。
混
乱
を
田
避
す
る
た
め
に
、
吉
地
国
の
典
拠
を
記
す
場
合
は
、

「
吉
自
本
国
へ
後
者
を
『
古
世
界
図
』
と
し
た
。

(
支
配
階
級
な
ら
び
に
知
識
人
〉

の
世
一
界
観
を
、
古
地
国
は
和
実
に
反
映
す
る
も

と
問
書

前
者
を

一
、
古
代
・
中
世
の
津
軽
と
蝦
夷

H

津
軽
H

と

い

う

地

名

の

文

献

上

の

初

見

は

、

一

日

条

「

津

刈

の

蝦

夷

い

で

あ

る

。

一

津

軽
郡
の
初
見
は
、
問
書
間
関
年
四
月
条
の
「
淳
代
・
津
軽
、
一
都
の
郡
領
」
と
£
る
額
所
の
丈
一
一
一
一
口
で
£
る
。
津
軽
は
、
陸
奥
田
の
一
郡

と
し
て
判
黙
と
位
護
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
地
の
鍛
夷
の
一
族
長
の
支
配
留
を
留
郡
制
下
の
郡
に
準
じ
て
呼
ん
だ
も
の
で

あ
る
D

新
野
藍
吉
氏
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
が
間
借
比
羅
失
の
自
本
調
沿
岸
謹
上
に
よ
る
軍
事
行
動
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

津
軽
の
郡
領
と
は
越
の
国
守
比
羅
犬
麗
下
の
郡
領
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
津
軽
都
は
越
国
津
軽
評
と
い
う
形
に
な
る
、

と
述
べ
て
い
る
(
同
氏
「
吉
代
史
上
の
津
軽
い
!
「
弘
前
大
学
園
史
研
究
恥
七

O
記

念

号

一

O
頁
)
。
さ
ら
に
、
問
書
間
五
年
七
丹
一
二

自
条
に
引
か
れ
た
「
伊
吉
連
博
徳
書
い
に
、
「
棒
加
幹
L

と
地
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
蝦
夷
が
存
在
し
た
と
い
惨
フ
。
平
安
時
代
で
は
、
『
百

本
後
紀
』
弘
仁
五
年
(
八
一
四
)
十
一
月
十
七
日
条
に
、
「
薄
軽
欽
伴
い
の
語
が
あ
り
、
律
令
国
家
を
一
位
農
憾
さ
せ
た
え
襲
の
乱
に
関
す
る

吋
一
二
代
実
録
』
の
記
述
に
は
、
い
ず
れ
も
津
軽
蝦
夷
が
征
将
や
陸
奥
・
出
羽
詞
園
南
ら
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
即

ち
、
古
代
律
令
国
家
に
あ
っ
て
は
、
津
軽
は
専
ら
椴
夷
の
住
む
地
と
し
て
正
史
に
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
む
王
朝
国
家
に
お
け
る
和

歌
の
世
界
で
は
、
津
軽
は
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
久
安
六
年
三
一
五

O
)
の
「
久
安
六
年
御
百
普
い
に
罵
張
守
親
隆
朝
臣
の

歌
と
し
て
、

え
そ
か
す
む
つ
か
る
の
野
へ
の
萩
盛
こ
や
に
し
き
、
の
た
て
る
な
る
覧

と
み
え
る
。
ま
た
延
慶
一
一

i
一

一

二

一

O
九
i
一一二

O
)

の
「
夫
木
和
歌
抄
」
所
収
の
藤
原
港
輔
は
、

-18--



い
し
ふ
み
や
っ
か
ろ
の
を
ち
に
あ
り
と
き
く

と
詠
み
、
間
抄
所
叡
の
道
国
辻
、

立
自
信
あ
ら
誌
遠
軽
の
奥
に
と
め
ら
れ
て
え
そ
か
へ
ら
ぬ
と
妹
に
は
や

と
詠
ん
だ
。
右
三
首
に
み
る
よ
う
に
、
王
朝
貢
技
法
、
津
軽
と
蝦
夷
と
が
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、

で
い
る
こ
と
に
気
が
つ
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
正
史
の
断
片
や
和
歌
の
中
か
ら
律
令
・
王
鞘
梅
田
{
一
お
い
て
、

ジ
さ
れ
て
い
た
準
軽
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
古
代
律
令
国
家
=

軽
は
一
貫
し
て
蝦
夷
の
住
む
地
万
五
十
蝦
夷
の
化
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
c

加
え
て
、

蝦
夷
が
歌
枕
と
し
て
培
い
ら
れ
、
彼
ら
王
朝
凪
の
中
に
定
義
し
つ
つ
あ
た
の
で
あ
る
な

き

て

、

現

在

最

吉

の

百

本

国

と

い

わ

れ

る

、

の

海
地
方
は
H

し
ら
か
わ
ノ
せ
き
ο

か
ち
さ

に
描
か
れ
て
い
る
5

え
そ
世
中
を
思
ひ
は
な
れ
ぬ

た

)

か

て

お

り

、

れ
て
い

h

所
収
の

い

で

あ

ろ

う

。

し

か

も

両

者

の

成

な

い

こ

と

か

ち

、

一
家
の
行
政
区
画
の
中
で
明
確
に
作
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
極
め
て
疑
わ
し
い

よ
れ
ば
、
輿
六
都
(
胆
沢
、
江
刷
、
和
賀
、
稗
貫
、
斯
一
夜
、
岩
手
)
の
成
立
は
、
十
世

号

、

し

か

に

は

北

権

道

と

輿

六

郡

の

聞

に

「

夷

い

の

地

が

あ

っ

て

、

背

森

県

全

域

と

秩

昌

患

の

一

訴

を

含

む
広
大
な
地
域
は
全
部
娼
夷
お
村
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
(
戸
中
世
奥
羽
の
世
界
い
東
大
出
版
会
昭
和
国
十
四
年
、
五
{
;
一
一
一
員
)
、

と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
捧
令
・
王
朝
両
富
家
に
為
っ
て
は
、
輿
ム
ハ
郡
ま
で
が
郡
司
を
置
い
て
装
地
民
を
調
書
の
民
と
し
て
編
一
戸
し

て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
内
冨
な
み
の
支
配
が
及

λ
で
い
た
。
ま
た
大
石
氏
は
、
津
軽
地
方
と
北
の
渡
島
(
北
海
道
)
は
、
出

羽
田
出
の
管
轄
下
に
あ
る
蝦
夷
村
で
£
っ
た
と
述
べ
て
わ
り
(
問
書
一
三
頁
)
、
当
初
か
ら
陸
奥
国
の
範
時
に
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

よ
知
仲
介
抄
」
所
収
の
行
基
留
に
よ
れ
ば
、
奥
羽
地
方
は
、
陸
奥
(
そ
の
中
に
「
夷
地
」
を
含
む
)
、
津
軽
大
里
、
出
羽
の
三
度
冨
に
分

け
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
戎
化
九
年
(
一
西
七
二
成
立
の
、
朝
鮮
国
に
お
け
る
日
本
地
誌
で
、
申
叔
舟
に
よ
る
「
議
東
語
冨

紀
」
(
『
吉
世
界
国
』
)
に
も
、
迂
ぽ
類
訟
の
吉
本
匿
を
掲
載
し
て
い
る
(
「
海
東
諸
国
紀
」
の
場
合
、
『
拾
芥
抄
』
行
基
国
と
相
違
す
る
の
辻
、

の
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夷
島
が
漆
軽
大
皇
・
北
側
に
描
か
れ
て
い
る
)
。
こ
れ
ら
両
日
本
匿
に
よ
れ
ば
、
津
軽
地
方
は
臨
輿
・
出
羽
開
国
に
は
包
含
さ
れ

ず
、
薄
軽
大
里
と
し
て
引
の
持
政
区
域
で
為
っ
た
こ
と
を
表
示
し
て
い
る
。
前
記
大
石
長
の
述
べ
る
輿
六
都
の
外
に
あ
る
蝦
夷
村
と
は
、

ま
さ
に
右
古
地
間
中
の
夷
地
と
崎
軽
大
里
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
c

睦
輿
の
東
北
部
に
あ
る
夷
地
は
、
秋
岡
式
次
郎
氏
が
唱
え

る
よ
う
な
ア
イ
ヌ
民
族
の
農
住
地
二
日
本
地
盟
史
』
持
出
書
房
昭
和
三
十
年
、
五
三
頁
)
な
ど
で
は
会
く
、
大
石
の
説
く
律
令
・
王
朝

両
国
家
に
・
お
い
て
正
式
に
都
立
て
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
地
域
と
見
散
す
の
が
、
妥
当
で
あ
る
む
輿
地
が
ア
イ
ヌ
畏
旗
の
居
住
地
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
陸
奥
と
は
問
地
域
と
し
て
設
寵
さ
れ
て
い
る
津
軽
大
型
の
部
分
に
も
、
近
世
に
お
い
て
も
ア
イ
ヌ
民
族
の
居
仲
間
が
津
軽
半

島
で
は
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
為
る
か
ら
、
当
然
、
輿
地
の
記
載
が
な
さ
れ
私
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
ろ
う
s

津
軽
が
睦
奥
国
の
管
轄
に
入
っ
て
く
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
大
石
設
に
よ
れ
ば
十
二
世
紀
頃
で
あ
る
と
い
う
〈
前
掲
『
中
世
奥
羽
の

世
界
』
一
一
頁
)
。
出
血
ハ
を
明
記
し
て
い
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
島
る
が
、
文
治
五
年
三
一
八
九
)
の
奥
州
合
戦
、
そ
れ
に
続
く
大

河
兼
任
の
乱
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
幕
府
の
支
配
が
直
接
津
軽
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
ふ
れ
れ
、
王
朝
臨
ん
家
乃

主
公
家
政
権
が
、
本
来
的
に
捧
軽
郡
を
陸
奥
臨
に
設
盟
癒
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
c

そ
れ
故
、
鎌
倉
時
代
の
各
文
書
に
あ
ら
わ

れ
る
諌
軽
の
郡
は
、
津
軽
三
・
四
都
、
諸
経
平
糞
郡
、
津
軽
山
辺
郡
で
あ
っ
た
り
し
て
一
定
せ
ず
、
王
朝
国
家
と
公
家
政
権
に
よ
る
国

郡
献
に
基
づ
く
郡
設
寵
能
力
は
武
家
勢
力
に
よ
っ
て
既
に
棋
が
れ
て
し
ま
っ
た
結
集
、
意
軽
郡
の
正
式
な
郡
立
て
は
最
絡
的
に
な
か
っ

た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
c

鎌
倉
時
代
の
初
め
、
「
東
夷
の
堅
め
」
或
い
は
「
爽
島
の
押
え
」
と
し
て
、
安
藤
太
(
五
郎
)
が
津
軽
に
派
遣
さ
れ
た
の
が
「
蝦
夷
管

領
い
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
む
安
藤
氏
は
薄
較
を
合
め
た
北
辺
の
蝦
夷
全
体
を
統
轄
す
る
役
割
を
果
た
し
た
、
と
人
間
臼
寄
一
夫
氏
法
述
べ

て
わ
り
〈
前
掲
『
中
世
呉
羽
の
世
界
』
六
二
頁
)
、
謙
倉
末
期
、
正
中
二
年
二
三
二
五
)
九
丹
十
一

E
の
安
藤
宗
季
譲
状
(
『
岩
手
思
中

世
文
撒
♂
上
巻
所
収
入
五
号
文
書
)
に
も
、
「
え
そ
の
さ
た
」
御
代
官
職
を
北
条
沃
か
ち
安
堵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
鎌
金
時
代
を
通
じ
て
、

準
軽
の
地
は
蝦
夷
の
地
と
し
て
当
時
の
支
配
時
級
に
は
認
識
さ
れ
て
い
た
。
王
朝
霞
家
や
公
家
政
権
に
よ
る
正
式
な
郡
立
て
が
な
さ
れ

た
形
跡
は
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
鎌
舎
幕
府
に
よ
る
支
配
の
波
及
あ
る
い
は
北
条
氏
に
よ
る
詩
宗
韻
の
設
定
に
よ
っ
て
、
準
軽
地
方
は

日
本
間
家
の
支
配
に
実
質
的
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
中
世
田
家
で
は
奥
六
郡
の
外
に
あ
る
、
支
配
の
及
、
な
ぬ
蝦
夷
村
と
い

う
辺
外
の
地
で
は
な
く
な
っ
た
む
但
し
、
ぞ
れ
は
「
沙
汰
未
練
欝
」
(
『
続
群
番
類
従
む
に
あ
る
よ
う
に
、
「
武
家
ノ
沙
汰
」
と
し
て
「
東

夷
成
欺
事
」
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
東
夷
す
・
な
わ
ち
蝦
夷
の
支
配
は
あ
く
ま
で
も
鎌
倉
幕
時
の
菅
轄
す
べ
き
事
柄
と
し
て
考
え
ら
れ
、
公

家
政
権
は
手
の
憩
れ
ち
れ
ぬ
地
域
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
二
拾
芥
抄
恥
行
基
函
に
、
津
軽
地
方
が
睦
興
国
と
は
則
的
区
画
と
し
て
描
写
さ
れ

20-



て

い

る

の

は

、

ま

さ

に

に

述

べ

て

い

た

か

ら

で

あ

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
把
擁
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

議
外
で
揺
か
れ
た
日
本
函
は
、
前
記
「
海
東
諸
由
紀
L

の

ほ

か

に

も

、

何

点

か

現

存

し

て

い

る

。

培

、

東

ア

ジ

界
を
描
い
た
太
宗
ニ
年
(
一
四

O
二
)
の
「
謹
一
調
理
歴
代
盟
都
之
毘
に
『
古
世
一
雰
囲
』
)
中
の
日
本
民
は
、
団
地
、
迂
「
海
東
諸
鹿
山
花
」
と

同
棟
の
描
写
で
あ
る
c

中
盟
で
は
、
明
の
嘉
靖
三
十
四
年
二
五
六
五
)
に
来
日
し
た
鄭
舜
功
が
、
嘉
講
末
年
に
あ
ら
わ
し
た
「
日
本

一
鑑
」
二
吉
日
本
国
』
)
に
は
、
奥
羽
地
方
の
地
名
と
し
て
、
臨
輿
、
夷
地
、
守
曽
利
、
会
津
、
出
羽
の
ほ
か
に
、
本
州
先
端
に
、
牧
田

町
H
M
可
}

城
、
津
軽
、
背
浜
が
表
記
さ
れ
て
い
る
。
季
氏
朝
鮮
留
の
各
吉
地
国
と
は
若
干
の
相
違
を
み
せ
て
い
る
が
、
夷
地
が
陸
奥
田
に
設
窓
‘
さ

れ
て
い
る
の
は
変
ら
な
い
自
当
図
は
、
秋
田
域
を
出
羽
国
に
描
く
こ
と
を
せ
ず
、
地
名
に
も
誤
記
が
多
い
の
で
先
の
「
海
東
諸
盟
紀
」

の
日
本
思
ほ
ど
の
評
価
法
与
え
ち
れ
て
い
な
い
。
恒
し
、
室
町
時
代
の
末
に
こ
の
よ
う
な
日
本
国
が
、
あ
る
程
度
流
布
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
、
先
の
「
海
東
諸
国
紀
」
や
、
よ
M
芥
抄
』
行
基
函
と
関
系
統
に
所
麗
す
る
日
本
図
が
、
中
世
社
会
に
あ
っ
て
は
一
般
的
な
日
本

全
域
を
一
不
す
概
念
と
し
て
通
用
し
て
い
た
と
み
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

註
海
保
嶺
夫
っ
夷
千
島
王
H

の
対
朝
鮮
交
渉
」
(
吋
地
方
史
碕
究
』
一
八

O
号
)
は
、
夷
千
島
王
の
朝
鮮
遺
捜
を
中
心
に
検
討

し
た
論
稿
で
£
る
が
、
中
世
盟
家
と
北
方
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
総
力
的
な
所
論
を
壊
関
し
て
い
る
口

て
、
津
軽
と
蝦
実
は
中
世
国
家
に
£
っ
て
も
明
り
離

-21 

一
一
、
豊
諒
政
権
と
津
軽

桃

山

時

代

に

入

る

と

、

中

世

に

お

い

て

流

布

し

て

い

る

古

地

菌

が

邦

成

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

ぞ

れ

は

十

六

世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
多
く
用
い
ら
れ
た
ボ
ル
ド

i
ネ
卵
形
投
審
法
に
よ
っ
て
搭
か
れ
た
世
界
留
と
、
そ
れ
と
対
を
告
す
日
本
密
で
あ

る
c

代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
福
井
持
得
寺
藤
日
本
毘
堺
盟
、
小
林
中
氏
議
日
本
国
罵
風
、
小
浜
発
心
寺
護

E
本
毘
堺
風
〈
河
村
手

右
衛
門
氏
臓
と
も
い
う
)
の
三
限
付
風
密
で
あ
る
(
『
古
世
界
図
』
)
岱
外
に
山
本
吉
右
衛
門
氏
離
の
罵
風
間
も
あ
る
が
、
款
問
武
次
郎
氏
に
よ

れ
ば
、
地
問
山
を
た
だ
堺
風
上
に
書
写
し
た
だ
け
で
、
し
か
も
世
界
匿
の
み
で
日
本
国
界
患
は
現
存
し
・
な
い
(
『
人
文
地
理
』
七
l

六
、
同

氏
「
桃
山
時
代
の
四
世
界
図
境
麗
に
つ
い
て
乙
の
で
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
G

古
一
一
一
牒
患
を
詳
細
に
し
か
も
体
系
的
に
検
討
し
た
さ
典
的
研
究
成
果
と
し
て
は
、
中
村
拓
「
戦
罷
時
代
の

EE本
記
」
(
吋
模
浜
市
立
大

学
紀
要
』
五
八
口
可

A
の
日
)
が
£
る
。
本
章
で
辻
、
中
村
氏
の
仔
究
或
果
に
認
拠
し
つ
つ
論
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
し
、
特
に
出
典

を
断
ら
会
い
場
合
は
、
右
論
文
に
拠
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
む
三
雰
展
日
本
図
は
、
自
本
識
の
絵
画
的
表
現
で
美
術
的
に



か
れ
て
い
前
章
で
想
上
に
の
せ
た
行
基
図
と
比
較
し
て
、
全
く
図
案
的
で
あ
っ
た
行
基
罰
か
ら
，
脱
し
て
、
著
し
く
現
実
的
な

地
形
描
写
に
移
行
し
た
こ
と
は
詰
話
さ
れ
る
〈
秋
岡
武
次
郎
「
桃
山
時
代
、
江
戸
時
代
初
期
の
世
界
匡
扉
麗
等
の
概
報
い
|
『
法
政
大

学
文
学
部
紀
要
』
四
、
地
理
学
二
一
一
七

C
i二
八

O
良
可
但
し
、
北
議
選
は
凶
中
に
搭
か
れ
て
い
な
い
c

こ
の
中
で
最
も
美
し
い
の

は
浄
得
寺
留
で
あ
号
、
小
林
留
は
そ
れ
に
比
較
し
て
陸
地
の
外
形
等
も
や
や
単
純
北
さ
れ
着
彩
も
多
少
簡
単
で
あ
る
c

発
心
寺
毘
は
保

存
が
悪
く
、
着
彩
等
も
多
少
、
ぽ
け
た
一
昨
も
あ
る
。
し
か
し
三
酉
と
も
に
、
ほ
ぽ
同
一
系
統
に
所
属
す
る
も
の
で
基
本
的
な
地
形
の
描
写

に
お
い
て
は
、
初
期
南
蛮
忠
清
臆
日
本
思
と
し
て
一
括
し
得
る
も
の
で
あ
る
の

ぬ
伊
詩
寺
図
に
は
狩
野
ゑ
徳
の
壷
形
印
が
あ
る
こ
と
か
も
、
永
徳
の
死
去
の
天
正
十
八
年
以
前
の
或
立
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
会

中
村
拓
氏
辻
、
色
々
な
角
度
か
ら
捻
討
し
て
天
正
十
五
年
二
五
八
七
)
か
ら
永
徳
の
没
す
る
間
十
八
年
(
一
五
九

O
)
ま
で
の
曹
に

撞
か
れ
た
も
の
と
推
{
乏
し
て
い
る
。
ぞ
れ
故
、
右
三
境
問
胤
に
は
天
正
末
年
頃
の
成
立
と
見
倣
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
む

き
て
津
得
寺
田
二
古
世
界
盟
』
)
を
主
た
る
材
料
と
し
て
、
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
前
述
の
如
く
、
ょ
ぬ
芥
抄
』
行
基
図
と

は
比
較
に
な
ら
ぬ
迂
ど
初
期
南
質
問
俳
誌
図
は
地
形
揺
写
が
正
確
に
な
っ
て
は
き
た
が
、
北
議
選
は
世
界
簡
の
方
に
も
捕
か
れ
て
は
お
ち

ず
、
百
本
国
で
は
、
津
軽
海
峡
を
舗
で
た
わ
ず
か
の
陸
地
に
内
松
前
り
も
し
く
は

rゑ
ぞ
H

(

発
心
寺
関
に
ゑ
ぞ
と
あ
る
)
の
地
名
が
附
記

さ
れ
て
い
る
c

ま
た
奥
羽
地
方
に
限
定
し
て
内
容
を
み
た
場
合
、
控
奥
閣
は
蔀
数
が
五
十
四
で
出
羽
国
は
十
二
都
と
、
近
世
の
公
式
な

蔀
数
と
一
致
す
る
自
前
章
で
述
べ
た
「
拾
芥
抄
』
や
嘉
元
一
一
一
年
の
「
仁
和
寺
所
蔵
行
基
図
」
の
郡
数
と
は
著
し
く
相
違
し
、
こ
こ
に
津

軽
も
正
式
の
国
家
的
行
政
区
域
と
し
て
告
本
国
家
に
包
摂
さ
れ
た
こ
と
を
明
示
し
て
お
り
、
支
配
階
級
の
世
界
観
の
中
で
も
本
州
北
端

部
ま
で
が
支
配
の
幹
組
と
し
て
現
実
的
な
意
味
を
も
っ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

国
名
以
外
に
浄
得
寺

B
本
図
中
に
記
さ
れ
て
い
る
地
名
は
、
博
多
、
名
越
、
長
崎
、
平
戸
、
五
嶋
、
天
草
、
長
嶋
、
磯
竹
、
高
麗
、

警
鳴
、
と
h

由
一
冊
、
松
前
、
外
浜
、
津
軽
、
松
島
、
と
い
の
島
、
大
島
、
八
丈
畠
、
小
一
豆
島
、
ゑ
ぞ
(
発
心
寺
関
)
で
あ
る
む
中
村
氏
に

よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
免
ど
中
世
の
行
基
国
に
み
え
る
地
名
の
ほ
か
、
秀
宙
の
朝
鮮
侵
略
に
関
係
の
諜
い
地
名
で
£
る
と
い
う
。
『
拾
芥
抄
』

行
基
図
や
「
海
東
諸
冨
紀
」
等
の
台
地
盟
と
比
較
し
て
、
本
構
の
展
開
と
の
関
連
か
ち
す
れ
ば
、
ゆ
げ
得
寺
図
で
は
珪
奥
田
に
撞
か
れ
て

い
た
夷
地
が
消
識
し
、
ま
た
珪
輿
固
と
は
別
区
画
で
あ
っ
た
諜
軽
大
里
も
措
え
て
、
全
で
睦
奥
田
と
な
っ
た
こ
と
で
£
る
c

こ
れ
は
、

前
記
睦
奥
田
五
十
四
郡
の
件
と
も
関
わ
り
が
深
く
、
同
国
に
お
い
て
初
め
て
奥
六
蔀
の
外
制
す
な
わ
ち
北
辺
の
地
は
正
式
に
陸
奥
閣
に

包
摂
さ
れ
た
こ
と
を
、
規
覚
的
に
提
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
就
中
夷
地
及
、
び
蝦
輿
と
の
関
わ
り
で
把
挺
さ
れ
て
き
た
津
野
、
改
め

て
陸
奥
国
の
一
都
と
し
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
蝦
夷
は
本
州
か
ら
渚
え
て
蝦
実
地
ヘ
移
っ
た
の
で
あ
る
。
北
山
海
道
の
な

円/ト日

円
/
臼



い

の

?

、

鞍

夷

が

世

界

図

の

中

で

ど

日

の

か

辻

、

一

堺

嵐

図

(

)

で

は

不

明

で

あ

る

。

右
の
接
間
に
対
す
る
解
容
と
な
る
の
が
、
豊
臣
秀
古
所
持
一
周
顕

B
本
近
域
図
(
『
吉
日
本
毘
』
)
と
文
禄
五
年
(
一
五
九
六
)
の
土
佐
標

着
ス
ペ
イ
ン
船
航
海
毘
(
潔
著
し
た
ス
ペ
イ
ン
船
所
持
の
地
盟
を
日
本
人
が
書
き
改
め
た
と
い
わ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
入
の
揺
い
た
航
議
図

と
は
若
干
指
違
す
る
〉
で
あ
ろ
う
。
再
図
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
日
本
議
対
岸
沿
海
州
に
「
エ
ソ
川
え
そ
」
と
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
蝦

夷
は
本
掛
か
ら
、
大
陸
に
移
っ
た
の
で
あ
っ
た
り
吉
代
律
令
国
家
以
来
串
い
ら
れ
、
日
本
国
家
に
一
編
成
さ
れ
な
い
地
域
と
い
う
象
教
的

な
名
私
で
あ
る
蝦
現
・
夷
地
は
、
本
州
を
中
心
と
し
た
缶
統
的
器
家
領
域
か
ら
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。

期
知
の
お
く
、
豊
毘
政
権
に
よ
る
奥
羽
仕
罷
は
天
正
十
八
年
三
五
九

O
)
の
こ
と
で
、
同
年
に
北
海
道
を
除
く
全
国
支
配
は
完
成

し
た
。
豊
臣
秀
志
は
、
小
田
原
攻
め
に
続
く
ご
の
輿
羽
仕
援
に
至
る
期
間
に
、
国
家
の
枠
組
や
自
ら
の
統
治
の
及
ぶ
範
囲
に
関
す
る
構

想
を
、
自
ら
発
給
し
た
害
状
類
に
披
露
し
て
い
る
。

天
正
十
五
年
三
五
八
七
〉
十
二
月
三
日
、
秀
吉
は
関
東
・
奥
惣
無
事
令
を
出
し
て
、
東
田
に
む
け
る
各
大
名
問
の
私
戦
を
禁
じ
た

〈
秋
田
藩
探
集
文
書
)
。
こ
の
太
摺
朱
印
状
に
は
、
「
関
東
・
輿
両
国
迄
惣
禁
事
之
犠
」
と
あ
っ
て
、
民
一
ハ
体
的
な
田
郡
名
や
地
名
は
見
当
ら

な
い
。
つ
い
で
同
十
七
年
七
月
十
日
奨
自
信
幸
ヘ
宛
で
た
、
惣
無
事
の
謹
促
を
求
め
る
筏
者
川
派
遣
の
害
状
に
は
、
「
関
東
八
州
、
出
羽
、

臨
輿
」
と
£
っ
て
(
真
田
文
書
阜
、
先
の
朱
印
状
よ
り
は
、
よ
ち
具
体
的
に
な
っ
た
。

小
田
原
攻
問
中
の
天
正
十
八
年
五
月
一
自
、
大
坂
の
大
政
所
宛
て
に
書
き
送
っ
た
秀
吉
の
消
息
(
妙
法
院
文
敢
闘
)
に
誌
、

小
だ
わ
ら
の
事
は
、
く
あ
ん
と
う
、
ひ
の
も
と
ま
で
の
お
き
め
(
議
日
)
に
で
棋
ま
ま
、
ほ
し
ご
ろ
し
に
串
し
つ
く
べ
く
鋲
問
、

と
し
を
と
り
申
す
べ
く
候
、

と
あ
り
、
高
橋
富
雄
氏
に
よ
れ
、
は
、
右
警
中
の
「
ひ
の
も
と
」
と
は
、
奥
村
間
の
奥
の
こ
と
を
指
し
、
ほ
正
奥
州
と
間
義
一
時
間
に
用
い
ら
れ

て
い
る
と
指
捕
し
て
い
る
(
毘
氏
「
日
本
中
央
と
日
之
本
将
軍
」
1

『
弘
前
大
学
園
史
問
究
』
七

O
記
念
号
、
ニ
ム
ハ

1
二
七
頁
)
5

ま
た
同
年
五
月
二
十
日
、
浅
野
長
古
と
本
村
重
弦
に
与
へ
た
太
関
朱
印
状
(
浅
野
家
文
書
)
で
は
、

一
、
大
軍
を
被
召
連
、
八
か
国
之
内
四
五
ヶ
国
持
娯
北
条
を
、
日
本
五
十
ヶ
冨
除
之
国
の
者
と
し
て
可
制
例
首
穫
は
勿
論
に
で
按
か

と
述
べ
で
お
号
、
秀
吉
は
日
本
五
十
ヶ
国
余
の
支
配
者
と
し
て
、
小
田
塚
攻
露
戦
に
臨
ん
だ
こ
と
を
言
明
し
た
。
「
五
十
ヶ
国
へ
竺
の
文

設
は
厳
密
な
意
味
を
込
め
た
支
配
領
域
と
い
う
も
の
で
ー
な
か
ろ
う
が
、
日
本
全
国
を
支
配
下
に
収
め
た
と
い
う
自
覚
に
は
未
だ
到
達

し
て
い
な
い
秀
吉
の
内
心
恨
慌
た
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
、
一
宮
口
外
に
一
部
し
て
い
る
と
み
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
説
記
五
丹
一
日
の
消

息
は
大
政
所
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
幾
分
抽
象
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
た
が
、
当
朱
印
状
?
志
の
文
一
誌
に
続
い
て
、
是
ま
で
の

-23-



異
体
的
戦
勝
の
例
を
あ
げ
て
露
骨
な
ま
で
征
思
欲
を
.
表
出
し
、
五
十
ヶ
盟
余
り
の
欠
け
た
る
所
の
な
い
支
配
へ
の
飽

く
な
き
欲
求
を
込
め
て
ム
諮
問
い
て
い
る
。
小
田
原
落
域
後
、
秀
吉
は
奥
羽
仕
置
に
本
格
的
い
い
取
り
組
ん
主
。
天
正
十
八
年
七
丹
時

E
、
本

願
寺
へ
宛
て
た
書
状
(
本
頼
寺
文
書
)
で
は
、

熱
者
以
北
次
出
羽
奥
州
津
軽
果
迄
、
置
自
等
為
可
被
伴
付
、
一
一
一
千
ニ
相
八
万
差
遣
人
数
検
、
(
中
略
)
輿
両
国
諸
侍
足
弱
無
悉
為
在
沼

差
上
鏡
、

と
書
き
送
り
、
天
下
の
置
自
を
徹
ま
す
べ
き
範
屈
を
、
「
出
羽
輿
川
津
軽
築
迄
L

と
し
た
む
津
軽
が
初
め
て
全
国
統
治
者
で
天
下
人
た
る

秀
宵
に
、
支
詑
領
域
の
終
点
と
し
て
位
霞
づ
汁
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
右
の
朱
印
状
の
意
義
は
リ
決
し
て
小
さ
く
な
い
c

翌

八
月
十
二
呂
、
秀
吉
伸
凶
浅
野
長
官
口
に
霞
奥
出
現
間
関
の
検
地
を
令
し
、
ニ
ハ
ム
ぃ
ム
ゲ
ル
野
被
体
件
、
出
羽
呉
川
迄
さ
そ
う
ニ
ハ
さ
せ
ら
る
間

敷
候
、
た
と
へ
亡
所
ニ
成
鏡
て
も
不
督
侯
龍
、
一
月
得
其
意
候
、
山
の
お
く
、
海
ハ
ろ
か
い
の
つ
、
き
候
迄
、
可
入
念
事
専
一
段
」
「
接
点

筆
者
)
(
浅
野
家
文
書
〉
と
、
先
の
五
月
二
十
日
の
太
閤
朱
印
状
の
五
十
ヶ
国
余
の
支
配
者
か
ら
六
十
余
州
の
そ
れ
へ
の
上
昇
を

1
3し

そ
の
支
配
に
遺
舗
な
き
こ
と
を
命
ピ
と
の
で
あ
っ
た
。

前
述
し
た
初
期
南
窓
堺
嵐

B
本
記
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
過
の
中
で
、
秀
吉
の
国
家
支
配
の
構
想
や
支
配
領
域
の
確
定

色
、
自
本
国
家
の
枠
組
と
い
う
も
の
が
判
明
し
た
点
を
踏
ま
え
て
、
狩
野
派
絵
師
に
搭
か
せ
た
も
の
と
推
ん
慰
さ
れ
る
c

津
軽
に
関
し
て

そ
の
意
義
を
考
え
る
と
、
王
朝
国
家
以
来
、
国
家
的
行
設
区
一
盟
の
範
理
外
に
置
か
れ
て
い
た
津
軽
が
、
日
本
国
家
の
北
の
果
て
で
あ
る

と
、
全
関
政
権
に
認
定
さ
れ
、
こ
こ
に
盟
家
に
包
摂
さ
れ
た
の
で
£
っ
た
。
二
五
九
六
年
(
慶
長
元
年
)
度
イ
ヱ
ズ
ス
会
年
報
L

ミ
キ

リ
シ
タ
ン
研
究
』
第
二
十
輯
)
に
よ
れ
ば
、
津
軽
辻
「
日
本
の
最
も
北
の
果
て
に
£
る
L

関
と
記
諒
さ
れ
て
九
ね
り
、
主
に
述
べ
た
筆
者

の
所
論
を
裏
付
け
て
い
る
口
松
前
は
、
右
年
報
に
よ
れ
ば
、

B
本
国
の
内
と
し
て
認
め
も
れ
て
い
る
形
跡
は
な
く
、
ま
た
時
期
試
若
干

誇
る
が
、
ア
ン
ジ
ェ
ワ
ス
の
吋
北
方
探
検
記
』
(
吉
川
弘
文
結
昭
和
三
十
七
年
)
に
よ
れ
ば
、
一
六
一
八
年
(
元
和
四
年
)
「
パ

l
ド
レ

の
松
前
へ
見
え
る
こ
と
は
ダ
イ
ジ
モ
ナ
イ
、
川
内
故
な
ら
天
下
が
パ
!
ド
レ
を
日
本
か
ら
追
放
し
た
け
れ
ど
も
、
松
前
は
日
本
で
は
な
い

と
付
け
加
え
ま
し
な
し
(
五
一
一
一
一
員
〉
と
松
前
藩
の
領
主
松
前
公
誌
が
公
言
し
と
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
初
期
南
蛮
静
風
日
本
国
や
秀
吉

所
持
溺
面
近
域
図
、
ス
ペ
イ
ン
船
航
海
菌
に
み
る
如
く
、
松
前
、
エ
ゾ
、
蝦
夷
地
の
地
理
的
世
置
は
不
確
か
・
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
試
日

本
聞
に
は
・
包
含
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
認
識
は
、
十
七
世
紀
初
頭
に
は
あ
る
桂
度
共
通
し
た
も
の
で
誌
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら

れ
る
む
そ
の
結
菜
、
津
軽
は
、
日
本
間
の
最
北
端
の
地
域
と
し
て
全
国
政
権
に
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

津
軽
が
日
本
国
家
の
最
北
端
で
あ
る
こ
と
を
、
正
式
に
認
め
、
そ
れ
を
古
地
匿
の
中
で
視
覚
的
に
し
か
も
国
家
が
定
め
た
の
は
、
幕

A
吸っfu



府
撰
慶
長
日
本
陸
(
)
に
九
お
い
て
で
あ
っ
た
。
つ
い
最
北
躍
が
準
軽
で
は
な
く
、
蝦
夷
地
〈
正
確
に
北
海
道
を
指
す
)

が
そ
れ
で
あ
る
こ
し
の
は
、
幕
府
撰
正
保
日
本
昌
(
向
上
)
に
h

お
い
て
で
あ
っ
た

s
E絵
図
を
媒
介
と
し
て
、
正
保
期
に
設

定
さ
れ
た
国
家
領
域
の
基
本
概
念
は
、
概
ね
、
幕
藩
国
家
の
盟
家
領
域
と
し
て
、
近
薙
重
蔑
や
関
宮
林
麓
の
北
辺
地
探
横
や
関
宮
議
峡

発
見
に
一
主
る
ま
で
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
庶
民
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
あ
っ
て
は
、
能
記
「
幕
府
撰
慶
長
日
本
図
」
の
退
化
し

た
も
の
と
「
新
改
日
本
大
絵
園
」
と
の
折
表
に
す
ぎ
な
い
、
浮
世
絵
師
石
川
流
宣
の
筆
に
な
る
「
本
朝
図
鑑
期
日
弘
通
幹
〉

が
、
日
本
国
の
総
体
を
£
ら
わ
し
た
も
の
と
し
て
流
布
し
た
と
い
わ
れ
る
(
『
在
自
本
間
』
)
。

び

む

す
以
上
、
わ
た
っ
て
述
べ
て
き
た
事
柄
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
母

古
代
律
令
国
家
に
為
っ
て
は
、
埠
軽
や
浬
軽
の
郡
領
の
名
称
は
正
史
に
お
い
て
断
片
的
に
は
発
克
さ
れ
で
も
、
間
臣
家
の
正
式
な
盟

都
制
に
基
づ
い
て
設
問
一
服
さ
れ
た
郡
で
は
な
く
、
阿
倍
氏
さ
ら
に
は
臣
家
の
征
顎
領
域
を
表
示
す
る
と
い
う
桟
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た
。
加
え
て
「
津
拘
留
」
と
辺
、
地
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
蝦
夷
の
住
む
土
地
で
あ
り
、
蝦
夷
も
し
く
は
蝦
夷
地
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
G

九
・
一

O
世
紀
に
入
っ
て
王
朝
国
家
の
辺
地
経
路
に
と
も
な
い
、
輿
六
郡
の
成
立
辻
み
た
も
の
の
、
普
森
思
全
域
は
未
だ
沼
外
の
地
、

蝦
夷
の
村
と
し
て
民
国
家
の
行
政
芭
域
に
最
終
的
に
誌
確
定
さ
れ
ず
に
終
っ
た
。
王
朝
貢
族
の
勢
力
減
退
、
鎌
倉
幕
野
の
成
立
に
と
も

な
い
、
私
号
に
よ
る
津
軽
居
郡
等
の
郡
号
は
文
書
に
散
克
し
て
も
、
日
祝
れ
も
公
式
の
も
の
で
は
な
く
、
津
軽
の
地
名
は
蝦
夷
の
語
と
不

離
の
も
の
と
し
て
公
家
や
和
歌
を
詠
む
人
々
の
美
意
識
の
中
に
投
影
し
、
和
歌
の
世
界
に
定
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
5

一
方
、
鎌
倉
幕

府
に
あ
っ
て
は
、
津
軽
は
武
家
政
権
の
支
配
す
べ
き
蝦
夷
の
地
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
北
条
氏
得
京
領
の
設
量
も
そ
の
延
長
線
上
に
考
え

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

吉
地
国
の
世
界
で
は
、
作
成
の
主
体
が
断
然
、
公
家
政
権
額
に
あ
っ
た
の
で
、
王
朝
国
家
も
し
く
辻
公
家
攻
権
の
支
配
域
、
国
家
領

域
を
表
現
し
た
地
図
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
当
然
…
の
理
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
が
行
基
関
と
し
で
伝
統
的
に
受
汁
つ
が

れ
る
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
・
中
国
な
ど
権
外
に
も
伝
播
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
従
っ
て
、
行
甘
都
圏
に
描
写
さ
れ
た
日
本
圏
、
こ
れ
は
王

朝
国
家
の
世
界
観
な
い
し
日
本
支
配
の
枠
組
を
示
し
た
も
の
で
£
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
津
軽
大
里
」
や
陸
奥
国
内
の
「
夷
地
」
と
し
て
、

東
北
地
方
北
部
は
持
殊
な
搭
写
を
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
謙
倉
幕
府

ι為
っ
て
も
、

4

つ
で
も
、
そ
の
描
写
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は
殆
ど
富
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
中
世
一
社
会
の
中
で
共
通
の
認
識
と
し
て
一
般
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
G

津
軽
が
陸
奥
固
に
公
式
に
編
入
さ
れ
、
陸
奥
富
内
に
夷
地
が
消
滅
し
た
の
は
、
豊
臣
政
権
に
よ
る
奥
羽
仕
遣
が
完
了
し
た
時
点
で
あ

っ
え
と
推
察
さ
れ
る
。
初
期
南
蛮
堺
思
日
本
毘
に
み
る
よ
う
に
、
睦
奥
田
は
五
十
四
都
に
拡
大
し
、
熊
夷
は

E
本
盟
内
か
ら
大
壁
(
現

沿
海
州
域
〉
へ
移
り
、
宮
内
に
は
辺
外
の
地
、
統
一
政
権
の
領
域
に
入
ら
ぬ
地
と
い
う
も
の
辻
、
授
覚
的
に
も
存
在
し
な
く
な
っ
た
c

津
軽
が
日
本
田
家
の
最
北
壌
と
し
て
全
由
政
権
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
豊
臣
致
権
に
お
い
て
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
徳
川
政
議
に
も
受
け
つ
が
れ
、
慶
長
田
絵
間
に
あ
っ
て
は
、
市
最
北
壊
の
大
名
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
5

し
か
し
正
保
田
絵

菌
の
段
諮
に
入
る
と
、
蝦
夷
島
(
地
)
が
最
北
の
領
域
と
さ
れ
、
に
お
け
る
概
ね
の
国
家
預
域
の
枠
組
み
は
、
こ
こ
に
定
ま

っ
た
と
み
て
支
障
は
な
い
c

以
上
、
本
稿
は
恕
忙
の
関
に
草
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も

と
し
た
の
で
、
精
考
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
多
々
存
在
し
た
こ
と

る

近

世

史

の

く

逸

脱

し

た

時

代

を

対

象

忠
禅
な
き
関
叱
正
を
賜
れ
幸
い
で
あ
る
。

(
昭
和
五
十
八
年
十
一

註

(1) 

の
「
多
賀
捕
鯨
い
碑
文
に
よ
れ
ば

£
U
V
 

弓

ζ

こ
の
ほ
か
天
平
宝
字
六
年
(
七
二
六

去
京
一
千
五
百
呈

去
蝦
夷
国
界
一
審
廿
里

去
常
経
臨
堺
題
百
十
二
塁

(
下
略
)

と
、
多
繋
城
に
至
る
四
方
か
ら
の
妬
距
離
が
却
ま
れ
て
い
る
。
露
英
闘
は
約
八
十
キ

抽
象
的
な
概
念
で
は
な
く
、
よ
り
其
体
的
会
悶
家
と
し
で
律
令
国
家
に
結
時
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

情
大
石
真
正
「
外
が
誤
・
夷
島
考
」
二
鰐
晃
先
生
選
附
明
記
念
日
本
古
代
史
研
究
恥
吉
川
弘
文
鶴
昭
和
五
十
五
年
)
は
、
中
世
富
家
の
東
の
境
界
が
臨
奥

割
台
外
が
浜
で
あ
り
、
夷
由
締
法
境
界
の
外
に
位
重
づ
け
ら
れ
た
替
殊
寺
境
域
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
で
い
る
。
筆
者
の
論
旨
か
ら
一
言
え
ば
、
十
仰
の
事
恒
例
法
議

か
に
中
世
の
合
戦
記
や
伝
承
類
に
表
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
器
能
制
に
よ
る
都
の
設
置
が
津
軽
地
方
に
茶
野
に
は
な
さ
れ
で
い
な
い
関
り
は
、
議
家
支
配

の
枠
組
に
は
公
式
に
組
み
込
ま
れ
て
い
寺
か
っ
た
と
見
倣
ム
ず
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
当
時
の
人
々
の
視
野
の
中
に
、
東
の
境
界
が
あ
る
程
度
見
え

で
き
た
と
し
て
も
、
ぞ
れ
は
国
家
支
配
の
機
構
に
入
っ
た
こ
と
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

叩
秩
同
氏
は
、
諸
日
本
凶
に
み
ら
れ
る
爽
地
は
当
然
エ
ゾ
チ
と
読
む
べ
き
で
あ
っ
て
、
エ
ゾ
は
ア
イ
又
の
住
む
土
地
の
意
味
に
患
い
ら
れ
た
(
問
書
五
二
一

一
良
)
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
菊
捜
徹
夫
「
蝦
夷
議
の
系
議
」
(
『
・
史
経
』
第
一

0
…
時
)
に
も
整
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
蝦
夷
・
ア
イ
ヌ
民
族
に
鵠

し
で
は
、
従
来
、
考
古
学
や
古
代
史
学
界
に
あ
っ
て
様
々
な
議
論
が
龍
わ
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
軟
間
氏
の
説
に
直
ち
に
賛
成
寸
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
ま
し
て
、
中
盤
の
輿
現
社
会
に
ア
イ
ヌ
畏
族
が
い
か
な
る
形
で
存
在
し
て
い
た
の
か
寺
ど
、
極
め
て
基
本
的
主
事
実
す
ら
明
一
不
冬
れ
て
い
な
い
現

時
点
明
、
は
、
夷
一
地
J
2
1
i
ル
ア
イ
ヌ
民
族
窟
在
地
と
す
る
秋
開
民
の
一
言
説
は
首
脅
し
が
た
い
c

古
代
律
令
国
家
に
あ
っ
て
は
、
最
夷
閣
は



中
室
町
時
代
後
期
の
「
南
暗
部
州
大
日
本
国
正
統
図
」
(
『
古
日
本
国
』
)
辻
、
「
日
本
一
鑑
」
日
本
図
と
ほ
ぼ
同
一
の
系
統
に
所
属
し
、
奥
羽
地
方
の
地
名
と

し
て
は
、
陸
奥
・
出
羽
二
国
が
描
か
れ
、
陸
奥
に
秋
田
城
、
会
津
、
鎮
守
府
、
宇
曽
利
、
夷
地
が
み
え
る
。
「
日
本
一
鑑
」
日
本
図
と
違
い
、
津
軽
や
外
ヶ

浜
は
な
い
が
、
秋
田
城
は
依
然
と
し
て
陸
奥
田
内
に
置
か
れ
て
い
る
。
因
み
に
南
暗
部
洲
と
は
、
仏
説
の
人
間
居
住
世
界
を
意
味
し
、
こ
の
種
の
図
は
、

恐
ら
く
仏
者
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

山
川
文
禄
五
年
の
土
佐
漂
着
ス
ペ
イ
ン
船
航
海
図
は
、
高
知
県
立
図
書
館
所
蔵
で
、
本
稿
で
は
、
岡
本
良
知
『
十
六
世
紀
に
お
け
る
日
本
地
図
の
発
達
』
(
八

木
書
官
昭
和
四
十
八
年
)
一
三
七

1
一
四
二
頁
を
参
考
に
し
た
。
同
図
に
よ
れ
ば
、
沿
海
州
沿
岸
に
は
、
「
え
そ
」
に
続
い
て
「
ヲ
ラ
ン
カ
イ
」
が
描
か

れ
て
お
り
、
「
ふ
さ
ん
か
い
」
「
ヲ
ラ
ン
カ
イ
」
「
え
そ
」
は
、
西
か
ら
東
ヘ
続
く
大
陸
の
沿
岸
部
に
位
置
し
て
い
る
。
文
禄
・
慶
長
の
役
と
松
前
・
蝦
夷
そ
し

て
津
軽
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

附
幕
府
撰
慶
長
日
本
図
は
、
公
称
と
し
て
は
慶
長
期
と
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
そ
の
成
立
年
に
強
い
疑
問
を
覚
え
る
。
例
え
ば
、
津
軽
地
方
に
は
弘
前

が
描
か
れ
、
海
軽
土
佐
守
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
土
佐
守
は
津
軽
信
義
の
こ
と
で
、
信
義
は
寛
永
八
年
(
一
六
三
一
)
に
家
督
を
継
ぎ
、
明
暦
元
年
(
一

六
五
五
)
に
死
亡
し
て
お
り
(
「
陸
奥
弘
前
津
軽
家
譜
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
)
、
本
国
絵
図
が
慶
長
期
を
表
示
し
て
い
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

黒
田
日
出
男
氏
も
、
同
氏
「
寛
永
江
戸
幕
府
国
絵
図
小
考
」
(
『
史
観
』
第
一

O
七
冊
)
の
中
で
、
大
名
表
記
の
側
面
か
ら
、
本
国
絵
図
は
寛
永
期
の
も
の

で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

(
弘
大
国
史
研
究
会
委
員

在
弘
前
市
)
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